
　福祉保育労は、民間の福祉職場の職員でつくっている産業別労働
組合です。保育や学童保育、社会的養護、高齢者福祉・介護、障
害福祉、社会福祉協議会などの職員が加入しています。利用者の
人権を保障する実践を向上させていくためには、私たち職員の賃金・
労働条件の改善が必要です。安心して働きつづけられるように、法
人に賃金の引き上げと労働環境の改善を、国・自治体に制度や予
算の拡充を求めています。
　特に、国に対しては、最低賃金と職員配置基準の引き上げを求めています。これを
下回ってはいけないと規制する社会的な基準を引き上げて、予算を増やすことが必要
だと考えています。
　職場単位で「ホンネのトーク会」を開いて、一人ひとりが当事者として、必要な賃
上げと増員への本音を少人数に分かれて出しあう運動を展開しています。 全国福祉保育労働組合（福祉保育労）

〒111-0051東京都台東区蔵前4-6-8　サニープレイスビル5F
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http://www.fukuho.info/　メール mail@fukuho.org
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福祉職場のみんなの賃金

すみやかに
全産業平均に引き上げて！

国会請願署名にご協力を!

☆職場の悩みや不安、ハラスメントなど　ご相談を！☆

連絡先

◆法人・国・自治体に職場・制度の改善を求めて

　賃金が低すぎる。人手が足りなくて休みが取れない。子育てと仕事の両立に悩んで
いる。ハラスメントに苦しんでいる。そんな悩みはありませんか。悩みを出しあって、
労働組合の権利をつかうことで改善につなげられます。「みんなのじんけんまもれる福
祉職場」にむけて、悩みや不安、願いなどを私たち福祉保育労に相談してください。
みんなで話しあえる職場づくりをめざしています。

◆悩みや願いなどを話せる職場にむけて、ご相談ください

ＱＲコードから
メールフォーム、
フリーダイヤル
でもご相談ＯＫ
です！

福祉保育労＝ 福祉職場で働くみんなの労働組合



　社会的に賃上げがすすむ一方で、子
どもたちや高齢者、障害者とその家族、
地域住民を支える福祉職場の賃金は
そもそも低いうえに、その動きに追
いついていません。政府による処
遇改善がすすめられてきたものの、
規模も対象も不十分です。仕事へ
の誇りと生活の見通しを持てる賃上
げが必要です。

◆つづく物価高騰　福祉職場の賃上げは…

　２０２５年７月の参議院議員選挙では、多くの政党が保育や介護
などの福祉職員の賃金を大幅に引き上げる公約を掲げました。
政府も６月に閣議決定した「骨太の方針」で「他の職種とそん
色のない処遇改善」を掲げ、検討していくとしています。
　少なくとも全産業平均への引き上げをいつまでに実現するの
かを国として示して、急いで実行することを、ごいっしょに求め
ませんか。

◆参院選で多くの政党が公約　すぐに実現を！

　私たち福祉保育労のアンケート調査でも、心身の状態につい
て、「とても疲れる」と答えた割合がこの10年で10ポイント近く悪
化して51.9％に、「やめたいと思う」という人も72.3％に増えて
います。

◆国会請願署名にご協力を！

賃上げと職員の増員を求める福祉職場で働くみんなの思
いを国会に届けようと、福祉保育労では国会請願署名「福
祉職員の賃金水準をすみやかに全産業平均に引き上げ、
職員を増やしてください」にとりくんでいます。ぜひ署名
にご協力ください。お知り合いにも広げてください。

仕事への誇りを&生活の見通しを持てるように
福祉職員の賃上げへ

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50

「いつも」＋「時々」
やめたい！
66.8％

72.3％

2015年

2025年

いつも思っている 時々思う あまり思わない
全く
思わない

58.0％8.8％8.8％ 25.5％ 7.6％

58.3％14.0％14.0％ 22.4％ 5.3％

2015年

2025年

42.1％

51.9％

心身ともに限界！ やめたいと思う福祉職員は 72％に

仕事をやめたいと
思ったことは？

「とても疲れる」の割合

増！！１０年で
5.5ポイント悪化！

「とても疲れる」10年で
9.8ポイント悪化！

現場の声を国会に！

　※福祉保育労「福祉職場で働くみんなの要求アンケート」（約3000人が回答）

福祉職員の賃金水準をすみやかに全産業平均に引き上げ、職員を増やしてください

福祉職員の賃金水準をすみやかに全産業平均に引き上げ、職員を増やしてください

　多くの福祉職場で、職員不足が深刻化しています。子どもたちや高齢者、障害者、その家族、地域住民の人権を保障する職員からは、
「『ちょっと待って』と言わなければならない場面が多い」「もともと収入が少ないなか、物価が上がり続けて生活が苦しい」「低い賃金
と厳しい労働環境で、求人を出しても応募がなくて長時間・過密労働が広がる悪循環になっている」などの声があがっています。
　保育士や介護職員の賃金は、国の賃金構造基本統計調査でも全産業平均よりも年収で１２０万円以上も低く、社会的な賃上げがす
すむなかで、ふたたび格差が広がってきています。国は処遇改善策をすすめてきていますが、その格差を解消する見通しはまったく
立っていません。保育園等の職員の賃金は人事院勧告の引き上げに伴って人件費財源が増えますが、介護・障害福祉分野は報酬改定
が３年に１度となっているなど、賃金や物価の動向などを踏まえない制度になっています。このため、社会的に低い保育士よりも、介護
職員の賃金は年収換算でさらに約３０万円低くなっています。２３年度に介護職員の離職者数が入職者数を初めて上回ったなどの深刻
な事態と、現場の切実な声を受けて、２５年６月に閣議決定された「骨太の方針」では「介護・障害福祉分野の職員の他職種と遜色のな
い処遇改善」が掲げられました。保育分野なども含めて、賃金水準を全産業平均にすみやかに引き上げ、さらに専門性に見合う水準に
向上させていくべきです。
　賃金が低く、募集をしても応募がないなか、少ない職員数のままでは一人ひとりの人権を保障する実践が困難になっています。保
育園などの子どもに対する保育士の配置基準は引き上げられたものの、改善の規模がわずかなため、正規雇用の保育士を増やすこと
すらままなりません。不規則な勤務を重ねるなかで、体制がギリギリで、休憩や休暇がとりづらく、記録や計画などの事務仕事も、時間
内にできない実態が共通してあります。長時間労働が前提になるため、福祉職員が家事や子育て、介護をしながら働きつづけられる
労働条件になっていません。
　このような状況を踏まえて、仕事への誇りと生活の見通しを持てる賃金・労働条件を国として保障することが必要です。憲法２５条に
もとづいて、国の責任で国民の権利を保障するために、以下の実現を求めます。

・すべての福祉職員の賃金水準をすみやかに全産業平均まで引き上げ、仕事への誇りと生活の見通しをもって働きつづけられるようにしてください。・利用者処遇の向上と、福祉職員の休憩・休暇・事務時間を保障するために、職員配置基準を引き上げて、常勤職員を増やせるようにしてください。
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＊この署名用紙は厳重に保管し、国会に提出します。請願以外の目的に個人情報が使用されることはありません。

氏　　　　名
住　　　　所　（「同上」や「〃」は使わないでください）

都 道
府 県

都 道
府 県

都 道
府 県

都 道
府 県

都 道
府 県

〒111-0051東京都台東区蔵前4-6-8 サニープレイスビル5F-ATEL 03（5687）2901　FAX 03（5687）2903メール mail@fukuho.org 　URL https://www.fukuho.info/
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